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子どもたちが見る絵本には、頑丈で頁を 180°開くことができる糸綴じ製本が一般に採用されます。

絵本の傷みがひどい場合には分解して修理しますが、当初の製本の方式に合わせて補修して綴じると無

理なく、うまく仕上げることができます。 

その製本の方式を、折丁（おりちょう、本体を構成する束）の数と見返しの付け方の違いで分けると、

主に下表に示す 3 方式となります。 

方式 A 方式 複数折丁 

見返しを本体に貼り付け 

B 方式 複数折丁 

見返しを本体に組み込み 

C 方式 単独折丁 

両方の見返しを接続 

 

略図 

  
 

綴じ方 ジグザグ糸綴じ ジグザグ糸綴じ 三つ目綴じ 

事例 「探し絵ツアー」 

「白おばけ黒おばけ」 

「ミッケ」 

「はらぺこ あおむし」 

「大迷路」 

「ももんちゃん」 

A 方式 は折丁が複数で、見返しの遊び紙が本体の両側に貼り付けてあるので、分解時にはそこを剥

がします。各折丁は一般に 2～3 枚を折って糸綴じしてありますが、1 枚だけの場合もあります。 

B 方式 は折丁が複数で、見返しの遊び紙が本体に組み込まれている（本体の一部が見返しのきき紙に

なっている）ので、分解時には見返しのきき紙を切ります。 

C 方式 は折丁が単独で、両方の見返しのきき紙が繋がって、本体と一緒に綴じてあるので、分解時に

は見返しの中央 1 ヶ所を切ります。この方式のみ、補修する際の糸綴じは三つ目綴じです。 

まれに、表側が A 方式、裏側が B 方式のような変則例もあります。 

絵本の当初の方式や各折丁の構成枚数を知ろうとしても、本が古くて何度もボンドやテープで修理し

てあると、分からないことがよくあります。そのような時には同じシリーズの新しい絵本を探して、当

初の方式や枚数を見定めてください。 
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糸綴じ絵本の製本の方式と分解 
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